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はじめに
敗戦前、大日本帝国には天皇とその直系だけで
なく、伏見宮家と関わりのある多くの宮家があっ
た。直宮家と区別されるこの 11宮家は敗戦で皇
籍離脱、臣籍降下という処理がなされた。しか
し、財産税などを有利に片付けるために、天皇か
ら一時金がくだされてもいた。この辺の事情につ
いては浅見雅彦の『伏見宮－もうひとつの天皇
家』（浅見、2012年）に譲るが、問題はこのとき
臣籍降下した 11宮家およびそれ以前に断絶した
有栖川宮家と小松宮家1）などの 13宮家が外地に
対してどのような行動をとったかだ。実は宮家の
当主の多くが台湾を訪れていたこと、そして反対
に彼らの多くは朝鮮には向かわなかったという事
実から何を分析することができるのだろうか。
本論で明らかにするように、皇太子時代の裕仁
やほかの多くの宮家の人びとは、台湾を訪問し
た。韓国併合条約で日本の植民地に転落した朝鮮
の王家の嫡流たる李垠も、「準皇族」として位置
付けられており、やはり他の宮家と同じように、
1935年におよそ半月以上の間、台湾を軍事的な
意味での視察というかたちで旅している。李垠は
高貴なものの義務として陸軍将校をつとめたが、
もともとは伊藤博文の発案で、韓国の皇太子であ
る李垠を日本で教育することが目的で日本に連れ
てこられていた。そもそも伊藤は内務官僚であ
り、陸軍閥（山県有朋）とは折り合いが悪く、た
びたびぶつかることもあったため、伊藤は「敵の
敵は味方」という考え方からか、むしろ海軍に近
づいていたことまでは明らかになっている（李、
2019年参照）。しかし伊藤が暗殺されたあと、李
垠は朝鮮半島に勢力を拡げていた陸軍に取り込ま
れ、陸軍幼年学校および陸軍士官学校を卒業して
任官。さらには陸軍大学での教育の機会もあった
（以上、李、2019年参照）。
さて、皇族たちが台湾で何をしていたのかにつ
いては、主に皇太子時代の裕仁（のちの昭和天
皇）に関する研究はあるものの、それ以外の皇族
に対する詳細な研究はない。それだけ皇太子（裕
仁）が台湾を訪れたということが大きな事件だっ
たということだろうが、あえて私は次のような問
いをたててみたい。裕仁以外の皇族は台湾で何を
していたのか、なかんずく李垠はどうしていたの
か。そして台湾には多くの皇族が訪れたにもかか
わらず、なぜ朝鮮には皇族がほとんど訪れなかっ
たのだろうか。
李垠は李氏朝鮮王朝という 600年の長きにわた
って朝鮮半島を支配してきた王朝の最後の皇太子
であり、国号を大韓帝国と変更した 1897年に生
まれている。すでに述べたように、李垠は韓国併
合のあと、朝鮮王族およびその傍流の公族は、日
本の準皇族として扱われてきた。その地位は決し
て低いものではなかった。朝鮮王族とされ、彼の
甥である李鍵と李鍝は、それぞれ公族として、や
はり日本の皇族に準じた。彼らは日本に住みつつ
も朝鮮半島には何度も帰っており、その意味では
朝鮮にも（準）皇族は頻繁に訪れていることにな
る。しかし、台湾のように多くの宮家の当主が出
張してくるのではなく、あくまでも王族および公
族の帰省という意味が強い。要するに「皇室典
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１）有栖川宮家は昭和天皇となった裕仁の弟である高松宮宣仁に祭祀が引き継がれ、小松宮家も伏見宮家から養子を
とり、伯爵家として再生した。これらのことは皇室典範に養子が禁じられていることに起因する。
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範」に規定される日本国の「皇族」のほとんどは
朝鮮には行かず、台湾にのみ行っていたことにな
るのだ。これは同じ「外地」であるはずの朝鮮と
台湾の立ち位置の違いを浮き彫りにしてくれる。
さて話は少しずれるが、昨今の日韓関係の悪化
をしり目に、台湾は日本と政治的にぶつかること
を避けてきている。これをもって台湾を「親日
的」といってしまうのは間違っていると私は思う
が、朝鮮と台湾でここまで「色」が違うのは不思
議でさえある。そして文化人類学者たちは次のよ
うなことばを使う。台湾が「親日的」なのはあと
から台湾を支配した国民党の独裁政権（蒋介石、
蒋経国親子）がひどかったために、台湾の人びと
は日本に対する印象がよくなっているのだ。この
国民党による「再侵略」があるからこそ、台湾で
日本の立場は悪くないのである、と。これを「再
侵略説」という。思えば同じように日本の右翼的
＝戦前の大日本帝国を肯定的にとらえる論者が、
台湾と同じようにパラオについても言及する。パ
ラオを近代化させたのは日本であり、パラオ人も
それを喜んでいた－。しかしこれも乱暴な見解
だ。そして文化人類学の世界からは、パラオに対
する日本への友好的な行動（数値化されないもの
なので印象でしかないのだが）は、やはり「再侵
略」で説明することがある。日本のあとに来た米
国軍政がパラオ人にとってはより厳しかったた
め、日本を見る視線がよりよくなっているのでは
ないか、と。
しかし、この再侵略説というのも実は実証しよ
うのないものではある。台湾は安全であるという
のは、なにも敗戦後になっていわれはじめたこと
ではないからだ。その証拠として、本稿では篠田
治策著『台湾を視る』を参考に考えていきたい。
附記
本稿で引用する文献は、基本的に新漢字を用いる。
ただし仮名遣いについては原文を尊重する。また数字
は主に算数字を用いるが、引用文中の漢数字はそのま
まとした。引用文中にある［ ］は、私が補注すると
ころだ。
1．皇族と台湾
李垠の朝鮮帰省は決して少なくない。例えば
1911年夏には母である厳氏が死んだため、その
葬儀で京城に戻っているし、その翌年も墓参りを
しに帰っている。朝鮮が日本の植民地に転落した
あとのことであり、李垠は小さいながらも王世子
という立場が割り振られ、皇族に準ずる扱いを受
けた。だから準皇族まであわせれば、朝鮮にも多
くの皇族が訪れているといえよう。彼がのちに娶
ることになる梨本宮方子も、皇族のひとりであ
り、何度も朝鮮にわたっているが、李垠と結婚し
たあと彼女の身位は朝鮮王族に移行している。彼
女が朝鮮に渡ったのは李垠と結婚したことがきっ
かけなのであり、その意味では後述するように嘉
仁親王や有栖川宮熾仁とは一線を画す。ここでい
いたいのは、「準皇族」ではなくいわゆる「皇族」
がどのぐらい訪れているのかという問題を考えて
みたいのだ2）。
日本皇族が最初に朝鮮に入ったのは、まだ朝鮮
が大韓帝国と名乗っていた頃の 1907年にときの
皇太子嘉仁（のちの大正天皇）だった。彼は年長
の友人で信頼もあつかった有栖川宮熾仁ととも
に、ソウルを視察している。だからこのふたりが
皇族として最初に朝鮮の土を踏んだことになる
（李、2019年参照）。しかし、これ以降朝鮮を正
式に訪問した皇族はいない。
それに対して台湾を訪問する皇族はどれだけい
るのだろうか。陳煒翰著『日本皇族の台湾旅行－
蓬莱仙島菊花香』（陳、2014年）を参考にする
と、以下のようになる3）。
①北白川宮能久親王妃富子4） 1901年 10月 24
─────────────────────────────────────────────────────
２）高宗薨去（1919年）や純宗薨去（1926年）に際し、天皇の名代として宮内省からも葬儀に参加することはある
が、これはあくまでも「国葬」参加のためだけに訪れたのであり、のちに見るような台湾での皇族たちの視察と
は別物として取り扱う。
３）とくに注意書きがない場合は、台北への海の玄関口である基隆から台湾入りしている。
４）日清戦争勝利による戦果として台湾を領有したあと、北白川宮能久親王は第四師団長として台湾征討に参加した
が、1895年 10月 28日に台南で、マラリア罹患により薨去。台湾神社（台北）や台南神社をはじめとした 60あ
まりの台湾の神社で主祭神として祀られていた。彼の訪台は視察ではなく軍務としてだったので、ここでは訪↗
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日～11月 4日（1895年に台南で殉職した夫の能
久親王の事績をたどる。能久親王が薨去したのは
1895年 10月 28日であることから、その前後に
供養として訪台していることがわかる。とくに台
湾神社には三度も訪れている。台湾縦貫鉄道が未
完成だったので、台北近辺には鉄路で、台南には
いったん海路で高雄に向かい、鉄路で台南へと向
かう。台湾内の移動は鉄路と海路の両方を用い
る）5）
②閑院宮載仁親王 1908年 10月 22日～10月
30日（その過程で、台南にある能久親王の遺跡
を訪れる。この年には縦貫鉄道が稼働しているた
め、移動は往路が鉄路、復路が海路と両方を用い
る。能久親王の命日に近い時期に訪台している）
③北白川宮輝久王 1910年 6月 16日～18日
（短い期間に台湾神社と能久親王の遺跡を訪問。
鉄路のみ）
④閑院宮載仁親王 1916年 4月 16日～4月 25
日（二度目の訪台だが、このときも台湾神社だけ
でなく台南の能久親王の遺跡も再び訪問。鉄路の
み）
⑤北白川宮成久王 1917年 10月 22日～11月
2日（能久親王の王子。軍事的な遺跡をまずまわ
っている。台南の能久親王殉職の地だけでなく、
彰化駅を経て能久親王が指揮した戦跡地である八
卦山遺跡も訪問。10月 29日に北投温泉を巡啓
し、最終日である 11月 2日に台湾神社訪問。鉄
路のみ）
⑥久邇宮邦彦王 1920年 10月 20日～11月 1
日（まず台湾神社を訪問。台南にある能久親王の
遺跡をまわる。10月 31日に北投温泉訪問。鉄路
のみ）
⑦東宮裕仁親王（のちの昭和天皇） 1923年 4
月 16日～4月 27日（台湾神社を訪問し、台南の
能久親王の遺跡も巡啓。訪台終盤である 4月 25
日に北投温泉訪問。往路は鉄路、復路は海路で、
高雄から台北へと戻る途中に澎湖島の馬公を巡
啓。往路は鉄路、復路は海路）6）
⑧伏見宮博義王 1923年 4月 16日～4月 27日
（裕仁親王に随行）
⑨秩父宮雍仁親王 1925年 5月 30日～6月 3
日（英国訪問の途中に訪台。台湾神社と台南神
社、能久親王の遺跡をめぐり、澎湖島の馬公を巡
啓。馬公から欧州へ出発。往路は鉄路、復路は海
路）
⑩高松宮宣仁親王 1926年 4月 5日～4月 17
日（まず海路で馬公に行き、そこから高雄へ向か
い、台中と台南に鉄路で巡啓。海路台北に向か
う。4月 10日には海路で高雄に向かい、すぐに
鉄路で屏東へと移動し、さらに台南へと移動。台
南神社を巡啓。翌日は台中を訪問後、さらに次の
日に高雄に戻り、海路台北に向かう。台北では台
湾神社訪問）7）
⑪北白川宮能久親王妃富子 1926年 10月 27
日～11月 1日（二度目の訪台。10月 28日は能久
親王の命日であるため、その前後に 5泊 6日とあ
わただしく台湾をめぐる。台湾神社にまず訪れ、
台南を経て屛東、高雄を歴訪し、台北へと戻る。
台湾神社を再度訪問して帰朝。鉄路のみ）
⑫朝香宮鳩彦王 1927年 11月 1日～11月 16
日（16日間という長い日程。11月 3日に台湾神
社、同 7日から阿里山貴賓館で 2泊。11月 10日
から 2泊で台南にとどまるが台南神社は訪れて
も、能久親王の遺跡には行啓せず。鉄路のみ）
─────────────────────────────────────────────────────
↘ 台皇族には挙げない。
５）台湾縦貫鉄道の完成は 1908年であるため、鉄道は台北近辺を訪れるときにしか使えなかった。
６）いわずと知れたことだが、この 1923年に裕仁は欧州へと旅立っており、その途中に台湾を視察している。
７）高松宮宣仁親王は海軍将校であったため、馬公に停泊していた 4月 6日から 8日までの三日間は海上訓練を実施
している。この軍事演習が日程を圧迫しているのか、高松宮宣仁親王の台南および台中巡啓はあわただしく、能
久親王の遺跡も訪問していない。
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⑬久邇宮朝融王 1928年 4月 2日～4月 17日
（台南に寄らず、嘉義や阿里山、台中などに行啓。
鉄路台北へと戻り、基隆から出港。当時まだ 27
歳の海軍将校だった朝融王は、基隆から軍艦陸奥
に乗り軍務につく。そして 4月 16日に澎湖島馬
公に行啓、翌日海路で台湾を離れる。鉄路と海路
の両方を利用）
⑭久邇宮邦彦王 1928年 4月 27日～6月 1日
（皇族として最長期間の訪台。まず台湾神社に行
啓。5月 6日に台南を行啓するが台南神社は訪れ
ても、能久親王の遺跡には行かず、高雄へと向か
う。また 5月 10日から 2泊で阿里山貴賓館を訪
問。その後、台中を経由して台北に戻る。のちに
見るように台中では 5月 14日に「不敬事件」が
起きる。その日にあわただしく台北に戻り、台北
およびその近郊に 8日間逗留。その間、17日と
21日に北投温泉に遊ぶ。22日から澎湖島馬公に
5泊。高雄から鉄路で台北に向かい、6月 1日に
台湾を離れる。鉄路と海路の両方を利用）
⑮高松宮宣仁親王 1928年 5月 5日～5月 11
日（二度目の訪台。初日に北投温泉を訪問し、翌
日台湾神社に行啓。5月 7日に軍艦八雲に乗っ
て、船中 2泊。澎湖島馬公に寄港し 2日間逗留。
同時期に来台していた久邇宮邦彦王とは合流せ
ず。一部を除いて海路のみ）
⑯伏見宮博義王 1929年 5月 12日～5月 17日
（二度目の訪台。滞在期間中、顔国年8）邸のみに
寄寓。13日に台湾神社行啓。その他の移動はほ
とんどなし。一部鉄路を利用）
⑰東伏見宮依仁親王妃周子 1929年 10月 23
日～11月 2日（東伏見宮依仁親王は 1922年に薨
去。台北に 3泊後、鉄路高雄へ移り、さらに台
南、台中を歴訪。台南では台南神社は訪問するも
のの、能久親王の遺跡には寄らず9）。鉄路のみ）
⑱賀陽宮恒憲王 1931年 6月 5日～6月 18日
（6月 6日に台湾神社を訪問し、その翌日に鉄路
高雄入りし、さらに 8日に澎湖島馬公へ巡啓。10
日から高雄で 3泊、そのあと台南、台中など歴訪
して台北に戻る。17日に北投温泉を訪問。鉄路
のみ）
⑲久邇宮朝融王 1933年 7月 4日～7月 13日
（二度目の訪台。7月 4日に台湾神社と北投温泉
をまわり、裕仁訪台のためにつくられた草山貴賓
館－ただし裕仁は投宿せず－に 3泊。軍艦榛名で
澎湖島馬公、高雄をめぐって海路で台湾を離れ
る。一部鉄路を利用、その他は海路）
⑳伏見宮博義王 1933年 7月 8日～7月 13日
（三度目の訪台。軍艦天露で澎湖島馬公に寄港し、
高雄から台南、嘉義、関子嶺を巡啓。嘉義市布袋
にある伏見宮貞愛の遺跡－1895年の台湾「征討」
を指揮した地－に行啓。高雄から海路台湾を離れ
る。海路と鉄路の両方を利用）
㉑高松宮宣仁親王 1933年 7月 9日～7月 12
日（三度目の訪台。皇族の台湾訪問のなかで最短
の滞在日程。台湾本島最南端の恆春に足を伸ば
す。海路と一部鉄路を利用）
㉒伏見宮博義王 1934年 9月 23日～9月 28日
（四度目の訪台。初日に台湾神社を訪れ、台北近
郊の草山貴賓館に宿泊。翌 9月 24日に顔国年邸
などを訪問し、軍艦比叡で澎湖島馬公へ。26日
に高雄から台南をまわる。一部鉄路を使うがほと
んど海路で移動）
㉓梨本宮守正王 1934年 10月 1日～10月 15
日（台湾に到着したのちすぐに台湾神社参詣、草
山貴賓館宿泊。翌 10月 2日に鉄路高雄へ。台南、
嘉義を経て 10月 7日に阿里山貴賓館に宿泊。台
中を経て 11日から草山貴賓館に 3泊して帰朝。
鉄路のみ）
─────────────────────────────────────────────────────
８）この顔国年という人物は、基隆ドック社のマネージャーであり 1927年に総督府評議員に選ばれている。海軍将
校だった伏見宮博義王は、台湾の基隆港で活動する顔国年と親しかったのだろう（簫、2007年、72頁）。
９）これ以降、台南に寄る皇族たちも、能久親王の遺跡をまわるということはなくなる。
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㉔李王垠 1935年 1月 17日～2月 1日（1月
17日基隆で能久親王の遺跡－能久親王が上陸し
た場所を訪問。翌 18日に台湾神社参詣。20日に
台中を、21日に嘉義を歴訪。22日に阿里山貴賓
館に投宿。23日に台南を訪れ台湾神社参詣。鉄
路で高雄、屏東に行啓し、27日に澎湖島馬公に、
さらに翌日高雄に戻る。29日に日月潭を視察、
翌 30日から台北で 2泊。台湾神社を再訪し、陸
軍偕行社を見て帰朝。鉄路と一部海路を利用）
㉕朝香宮正彦王 1935年 2月 26日～3月 3日
（2月 26日に軍艦浅間で「台湾事情」について聴
講。基隆で能久親王の遺跡を見学。翌 2月 27日
に台北の台湾神社参詣。この間、陸上で宿泊せず
軍艦八雲で移動、宿泊。2月 28日に顔国年邸に
寄って「練習艦隊慰労会」を行う。3月 2日に澎
湖島馬公を巡啓し、3月 3日に台湾を離れる。一
部を除いて海路のみ）
㉖久邇宮朝融王 1935年 2月 26日～3月 3日
（三度目の訪台。おおむね朝香宮正彦王と行動を
ともにするが、26日と 27日に久邇宮朝融王だけ
草山貴賓館に泊まる。26日に台湾神社参詣。28
日以降は朝香宮正彦と同。一部を除いて海路の
み）
㉗伏見宮博英王 1935年 2月 26日～3月 3日
（2月 26日～27日は軍艦浅間で静養10）。28日に
台湾神社参詣。3月 1日以降、他のふたりの皇族
－朝香宮正彦王と久邇宮朝融王と行動をともにす
る。一部を除いて海路のみ）
㉘東久邇宮稔彦王 1937年 6月 8日～6月 17
日（6月 8日に飛行機で台北飛行場に降り立つ。
その足で台湾神社参詣。翌日は草山貴賓館、そし
て鉄路で新竹に向かい、6月 11日に日月譚を視
察した後、嘉義に 2泊。13日には鉄路で高雄に
向かい、3泊。その間、15日には飛行機で鵝鑾鼻
を視察。翌 16日には空路で花蓮に降り立ち、さ
らに空路で台北に戻る。草山貴賓館泊。翌 17日
に空路で日本に帰る。空路と一部鉄路を利用）
㉙竹田宮恒久妃昌子 1938年 6月 27日～7月
10日（6月 27日に台北神社参詣後、草山貴賓館
に 3泊。台中に 1泊後、7月 1日に彰化で下車し
て能久親王彰化遺跡など北白川宮能久親王関連の
遺跡をめぐる。7月 2日に日月潭を訪れ、嘉義
泊。翌 3日から台南の能久親王の遺跡をまわり、
台南神社参詣。台南に 2泊、高雄に 2泊して台北
に戻り、草山貴賓館に 3泊し、台北および基隆の
能久親王関連遺跡をまわる。7月 10日に帰朝。
鉄路のみ）
㉚閑院宮春仁同妃 1941年 3月 10日～3月 26
日（唯一の皇族夫婦による台湾視察。3月 10日
台北飛行場に降り立ち、その足で台湾神社参詣。
草山貴賓館に 2泊。12日台中泊。翌 13日に彰化
で能久親王関連遺跡を視察。さらに 14日嘉義泊、
15日に阿里山貴賓館泊。さらに 16日に嘉義に戻
り、17日に台南へ移動。18日から 2泊で高雄視
察。20日には屏東駅まで鉄路で進み、その後陸
路－おそらく自動車で 21日は台東、翌 22日には
花蓮へと進み「高砂族」のベエグ氏の家に 1泊す
る。さらに 23日には太魯閣を視察し、「貴州丸」
で船中泊、台北を目指す。基隆では能久親王関連
遺跡を視察後、草山貴賓館に 2泊。翌 26日に空
路帰朝。陸路、海路、空路を駆使）
皇族たちの行動にはいくつかのパターンがあ
る。まずすべての皇族が、台湾に到着した日か翌
日に、それこそ「真っ先に」という状態で台湾神
社に参詣しているということ。そして台湾で亡く
なった北白川宮能久親王の遺跡めぐりは、1901
年から 1926年まで、台南のそれが定着していた
が、のちに述べるように昭和に入ってからは北白
川宮の遺跡訪問は変化する。その視察経路も少し
ずつ変化している。海軍の将校として訪台した高
松宮宣仁親王をはじめ、朝香宮正彦王、久邇宮朝
─────────────────────────────────────────────────────
１０）おそらく伏見宮博英王は船に酔ったのではないか。このときは朝香宮正彦王、久邇宮朝融王とともに台湾に来て
おり、とくに博英王が搭乗していた朝香では「台湾事情」の講演があったのにこれには参加していないのだか
ら。彼は訪台の翌年すなわち 1936年に臣籍降下し、伯爵に叙せられている。
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融王、伏見宮博英王などは比較的海上生活が多
く、その行動範囲も台湾沿岸から澎湖島へと向か
うという「清国から割譲された台湾および澎湖
島」の海防に資する訓練をしているということな
どが挙げられる。
また彼らがまわる「視察地」も、時代によって
変化するということが挙げられる。すでに述べた
ように、①から⑨、⑪の行啓は、北白川宮能久親
王の遺跡をめぐることが組み込まれているが、時
代が昭和に入った⑫の行啓からは北白川宮能久親
王の遺跡視察は激減し、その代わり裕仁が立ち寄
った場所が、他の皇族によって踏襲されはじめ
る。典型的なのが北投温泉である。⑤から⑧と
⑭、⑮、⑱、⑲の延べ 8回の行啓では、（おおむ
ね旅の終わりに）北投温泉が組み込まれており、
おそらく⑤北白川宮成久王が北投温泉について皇
族会議の場11）で「よかった」といったことで、そ
れならば行ってみようと考えて行動したのではな
いか。そして後追いで台湾に行った皇族たちもそ
れを踏襲したのだろう。このような踏襲は他の
「観光地」12）でもある。まず挙げられるのが阿里山
だ。⑫から⑭と㉓、㉔、㉙、㉚と、7回の行啓で
繰り返されている。しかしこの風光明媚な観光地
が北投温泉よりあとに流行するのは、おそらく山
中に入るのがいまとは比較にならないほど難しか
ったため、その行程の安全性が確保されるのに時
間がかかった－昭和にならないとそれが実現しに
くかった－からだろう。これも北白川宮成久王が
皇族会議でその風光明媚さをたたえたのだろう。
やがて他の皇族もここに赴くようになったわけ
だ。それは日月譚でもいえる。㉓梨本宮守正王と
㉔李垠のふたりが先行して日月潭に向かっている
のは、そこで水力発電所の完成という事象にかか
わる。そして、㉘から㉚までの行啓では恒例化し
ている。水力発電所をつくったのは台湾では画期
的な事業なのだろうが、逆にいうとその工事が終
わるまで、日月潭には行きづらかったともいえ
る。
そして能久親王関連遺跡の訪問だが、昭和に入
ってからは主に基隆や彰化にある北白川宮能久親
王関連の遺跡をめぐるものへと変化していること
も特筆できる。要するに「時代」が変わったとい
うことだ。決して能久親王をないがしろにするわ
けではないが、せっかく台湾に行くのだから、他
の皇族のしないこと、他の皇族とは違う場所に行
こうとしたため、その訪れるべき「遺跡」も少し
ずつずれていったのだろう。
以上のように、皇族たちが台湾に多く訪れてい
るのに対して、朝鮮ではそれはかなわなかった。
おそらく李垠という王族がいるので遠慮したとい
ういい方もできるが、次章で挙げる篠田治策の著
作を参考にすると、また別の面が見えてくる。そ
こでは台湾の人びとに関する篠田の分析や、台湾
での事業の発展などが語られることになるだろ
う。
2．李垠光臨台湾－篠田治策著『台湾を視
る』から見えてくるもの
先に私は、日月潭に訪れる皇族が、1934年の
梨本宮守正王の訪問まで見られなかったというこ
と、そしてその後はそれなりに多くのひとが－竹
田宮妃や閑院宮妃といった女性まで－訪れるよう
になったと述べた。そこに水力発電所を設けるこ
とで、交通の利便性も上がったのであろう。まず
これについて見てみよう。
日月潭は高雄より台北への帰途立寄つた。
一月二十九日朝、高雄を出発して汽車中の人
となつたが、沿道の平野は春光熈々として最
と朗かに、帰り路の心安らかな南国情緒は、
亦忘れ難き趣があつた。午後一時四十分二水
駅より集集線に乗り換へ、行くこと約一時間
にして水裡坑駅に下車し、更に自動車にて山
道を登つた。沿道にはバナナとパパイヤの樹
多く、殊にバナナは急傾斜の山腹に至る迄栽
─────────────────────────────────────────────────────
１１）皇族会議は政治的な実権はないものの、天皇を中心にその藩塀たる皇族（みな将校でもある）と宮内省幹部や元
老らが情報交換したり、臣籍降下の問題や、断絶した宮家の祭祀継承などの問題を討議する場だった。この会議
については、現在、私（李）が中心となって、淡江大の教員とともに共同研究を進めている最中だ。
１２）表面上は視察であり、軍務として台湾を訪れているが、すでに見たように温泉を楽しんだり、日月潭に行ったり
と、観光の要素も見てとれる。
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培せられ、又真竹の竹林多く、山は相思樹等
にて繁茂して居る。山路は急坂多く、数多の
谿谷を迂回しつゝ登り行くこと一時間にし
て、海抜二千四百尺なる日月潭湖畔の水社に
到着した。（篠田、1935年、179頁）
なるほど険峻な上り坂があるものの、集集線の
汽車に乗って水裡坑駅から自動車を使えば、簡単
に日月潭に立ち寄ることができそうだ。現在、こ
の集集線は営業しており、水里駅（引用文中の水
裡坑駅）もまだある。いや、現在は利便性がさら
によくなっており、集集線の終着駅は「車䭛駅」
まで延伸しており、自動車ではなく鉄道を利用し
て日月潭により近いところまで行ける。この集集
線の開業は 1921年のこと。当初はダム工事（後
述）のための専用鉄道だったが、翌 1922年には
旅客も利用できるようにし、1927年に台湾総督
府に買い取られている。梨本宮守正王がこの日月
潭を訪問したのが 1934年のことだから、それま
での間に水里駅とダムの間により広い道路が拓け
たのだろう。
篠田の話をもう少し聴いてみたい。
マ マ
湖畔の蕃人は独木舟にて湖上を渡り、或は
四手綱を張りて漁獲を試み、杵歌唄うて穀物
を搗くなど異様の風景である。（同書、180
頁）
（中略）
山高く、水清くして、静寂なること太古
そ の ま ま
其の侭なりし此の仙境も、文化の風潮は如何
とすること能はずして、今は台湾電力株式会
社の貯水池となつた。（同書、180-181頁）
ここは「仙境」ともいえる別天地だったが、
「文化の風潮」すなわち近代化の波にのまれ、電
力発電基地となったようだ。この台湾電力株式会
社も決して良好な経緯でつくられたわけではな
い。最初に設立されたのは「大正八年」すなわち
1919年だった。そして日月譚での水力発電事業
は昭和 6年（1931年）に 2280万円（現在の貨幣
価値でいうとだいたい 1000億円ほど）を外債で
まかない、昭和 9年（1934年）6月に完成したと
いう。梨本宮守正王は工事完成を受けて日月潭に
足を伸ばしたということだ。ただしここはもとも
と観光地ではないので、現在と違って宿泊施設が
ないのか、皇族たちは立ち寄りはするが宿泊はし
ていない（以上、同書、181-182頁）。
その発電所はどのようなものだったのだろう
か。また篠田に語ってもらおう。
貯水の大要は、濁水渓の上流に於て蕃地武
界の渓谷を利用し、高さ百六十尺のコンクリ
ート堰堤を設けて河水を堰き止め、之を隧道
と開渠により延長四里の水路を以て日月潭に
導き日月潭に於て大堰堤を造り、水面を更に
六十尺高めて大貯水池とした。而して此の貯
水を更に約一里の水圧隧道及び約二千尺の鉄
管路を経て水裡渓に導き、右の落差を利用し
て最大十万キロワツト、平均五万八千八百キ
ロワツトの電力を起し、之を北は台北より南
は高雄に至る間に電力を供給するのである。
（同書、182頁）
しかし「朝鮮の咸南［咸鏡南道］に於ける、赴
戦江、長津江の水力電気事情より見れば小規模た
るを免れぬ」（同書、183頁）という。篠田は李
王職長官を歴任した官僚であり、朝鮮にこそ関係
している。だから欲目というのもあるだろうが、
それにしても台湾の電気事情はこの日月潭のダム
でかなり改善されていること、そしてその電力が
台湾全土の都市部に供給されていることは決して
小さな問題ではない。
このダムおよび日月潭を最初に行啓したのが梨
本宮守正王であり、翌年に李垠が訪問している。
李垠は守正王の娘婿であり、同じ陸軍の幹部なの
で、もし台湾に行くのなら日月潭は行ってくるべ
きだと話したのだろう。そして李垠もそれを受け
て日月潭に行ったのだ。それはたちまち皇族の間
で共有され、他の皇族（東久邇宮稔彦王、竹田宮
妃、閑院宮春仁および同妃）も訪れるようにな
る。やはり皇族会議での「話題」は、彼らの訪問
地における「視察＝観光」に反映されているとみ
られる。
さてこの篠田だが、もうひとつ気になることを
いっている。
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耶蘇教学校の学生を始め、本島人の学生及
び諸団体が、何れも和気藹々たる態度にて、
嬉々として［提灯行列が］13）行進する状況を
見て、之を朝鮮の耶蘇教学校生徒が神宮参拝
を拒否したり、民衆が国祭日に国旗の掲揚を
為さざる態度に比して、大に差異あるを感
じ、誠意の奉迎に対し深く感謝せざるを得無
かつた。（同書、14頁）
朝鮮より台湾の民情が穏やかだといっている。
だとすれば当時の朝鮮は、日本の皇族が訪問でき
る状態ではなく、台湾はそれに比べて皇族が安全
に訪れることができる「外地」ということにな
る。たしかに国旗掲揚の拒否や神社への参拝拒否
などがあった朝鮮とは一線を画するといってい
い。だとしたら、本論冒頭で示した「再侵略」説
は成立しなくなるのではないか。現実にさまざま
な皇族、朝鮮王族が訪台しても、とくに問題はな
かったと、この時期にすでに考えられているから
だ。それに対して 1919年の「三・一万歳事件」
など大規模な運動を民衆が起こしている朝鮮は、
この時代からすでに台湾は朝鮮と比較され、民情
温和な台湾と民情険しい朝鮮という対比で見られ
ていた14）。皇族の朝鮮訪問は「時期尚早」だと思
われていたのだろう。南次郎朝鮮総督（1936年
～1942年）が朝鮮を「九州、四国化」しようと
したのは、朝鮮を安全に皇族が訪れられる場所に
変換したいという意志がこめられているのだ
（李、2008年参照）。
しかし、台湾でも決して抗日運動がなかったわ
けではなく、「日本帝国主義下の台湾においても
小規模だが共産主義運動が存在した」（若林、
2010年、301頁）わけであり、先住民（原住民）
だけでなく漢族も抗日を訴える声は途切れていな
い。しかも、たった一度ではあるが皇族の訪台中
に「不敬事件」が起きている。次にそれについて
触れながら本稿を閉じよう。
3．いわゆる「台中不敬事件」－むすびに
かえて
すでに 1章で見たように、久邇宮邦彦王は訪台
中の 1928年 5月 14日、台中州立図書館前で突如
短刀をかざした暴漢に襲われるという「不敬事
件」が起きている。犯人は趙明河という朝鮮人で
あり、一太刀目が幌が邪魔で切りつけられず、速
度をあげた御召し車に追いつけないと知るや、短
刀を投げつけたという（以上、王、2008年、146-
147頁）。こんな事件があってもなぜ台湾が「安
全」だと、篠田をして言わしめたのだろうか。思
うに、犯人が朝鮮人であり台湾本島人ではなかっ
たことが鍵となるだろう。これは霧社事件（1930
年）が「生蕃」によるもので本島人の抗日運動と
は別だと認識されたことと無縁ではない。また趙
明河も政治的な背景はなく、失業していたが台湾
が豊かであると仄聞して渡ってきたが、不景気で
仕事もなかったため、「単純な自殺行為」（同書、
149頁）であったと判明したことも、台湾「安
全」説が継続される事由となったのだろう。やが
て他の皇族の訪台もつつがなく行われるのであ
る。
このように、「危険」な朝鮮および朝鮮人と、
「安全」な台湾及び台湾本島人（漢族）という論
理が構築されていくのだ。だとしたら、すでに戦
前から一部の抗日運動はあるものの、朝鮮に比べ
て御しやすい台湾という言説はあったことにな
る。そうなのだ、文化人類学者が語る「再侵略」
説は、この時点で説得力が弱くなる。ではなぜ台
湾人（とくに漢族）はこのように「安全」な民と
して「見られる」＝「見くだされる」のか。これに
ついては今後の研究課題とする。
─────────────────────────────────────────────────────
１３）この提灯行列などは、李垠など皇族と朝鮮の王族、公族が訪問する各地で行われている。李建志（2019年）参
照。余談になるが、この提灯行列が「令和元年」の即位礼で繰り返され、私は少なからず驚かされた。また「天
皇陛下万歳」が唱えられたりすることにも違和感を憶える。皇族をお迎えしての「提灯行列」や「万歳」は、い
まだに終わっていないようだ。
１４）しかし、霧社事件（1930年）のような抗日蜂起もあったが、これは原住民による運動であるため、「近代化され
うる本島人」とは別物と考えられていた可能性はある。
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Eun Lee had visited Taiwan in 1935
ABSTRACT
Eun Lee was a Japanese royal family in law from 1910 to 1945. He was the last
king of Korea, and then the Korea was a colony of Imperial Japan. Eun Lee visited
Taiwan in 1935 as a royal duty. Other royal families in Japan had also been to Taiwan
as part of their duty and had visited some sites. These sites correspond to the famous
tourist sightseeing sites in the Republic of China (Taiwan), for example the Beitou Spa,
Alishan Mountain, and Reyuetan Lake. Why did they visit Taiwan? Before, 1945 they
were army or navy officers, so they must visit the colonies to maintain colonial gov-
ernance in Imperial Japan. However, it cannot be explained why so many royal fami-
lies visited Taiwan but didn’t visit Korea. Therefore, to consider that royal families
didn’t visit Korea, I read a book titled Observation About Taiwan written by Jisaku
Shinoda who was the chief secretary of the king’s Household Agency of Korea in
1935. Why did he write this book? He visited Taiwan too as an attendant of Eun Lee
and wanted to write about the differences between Korea and Taiwan. According to
Shinoda’s opinion, Taiwan was a safer colony than Korea. But I cannot agree to this
opinion, because Kunihiko Kuninomiya who was a royal family, encountered terrorism
at Taizhong city in 1928. The terrorist was a Korean, not a Taiwanese, he was a Ko-
rean. His name is Myongha Jo. So I guess Japanese officers thought “this case was
The Koreans problem.” In my opinion, Japanese officers thought the Taiwanese were
not dangerous but the Koreans were dangerous. This way of thinking had been be-
lieved before 1945, and now so many Japanese people believe “Republic of Korea is a
dangerous nation for Japan, but Republic of China (Taiwan) is a friendly nation
(region) for Japan.”
Key Words: Taiwan, Imperial family of Japan, Military inspection in Taiwan
― ２６ ― 社 会 学 部 紀 要 第134号
